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表紙写真：令和４年度師団諸職種協同戦闘訓練（普通科隊員と機甲科隊員の調整）

各種行事・訓練

師団諸職種協同戦闘訓練（ＤＣＡＴ訓練）
第３特殊武器防護隊と第３後方支援連隊衛生隊との協同訓練
自衛隊統合防災演習（０４ＪＸＲ）
自衛官候補生課程修了式
Ｓｕｎｓｈｉｎｅ Ｆｅｓ ２０２２
第３３回福知山お城まつり
第７２回姫路お城まつり

職場の豆知識

言葉の意味は

第３師団隊員紹介コーナー

２府４県近畿の旅

近畿の守り人
３Ｄレディー
ただ今奮闘中
趣味あり〼

和歌山県「日本最大の浮島」
～住宅街に突然現れる国の天然記念物～

令和４年度師団諸職種協同戦闘訓練

～諸職種部隊が連携し、目標を奪取～



戦闘指揮を行う攻撃中隊長（第７普通科連隊）

小銃小隊による陣地攻撃
（第７普通科連隊）

８１㎜迫撃砲による射撃
（第３６普通科連隊）

突進する７４式戦車
（第３戦車大隊）

第一線部隊との火力調整
（第３特科隊）

攻撃前進中の小銃小隊
（第３７普通科連隊）

爆破準備
（第３施設大隊）

師
団
は
、
令
和
４
年
６
月
６
日
（
月
）
か
ら
約
２
週

間
に
わ
た
り
、
青
野
ヶ
原
演
習
場
（
兵
庫
県
）
に
お
い

て
、
令
和
４
年
度
師
団
諸
職
種
協
同
戦
闘
訓
練
（
Ｄ
Ｃ

Ａ
Ｔ
訓
練
：
Ｄ
ｉ
ｖ
ｉ
ｓ
ｉ
ｏ
ｎ

Ｃ
ｏ
ｍ
ｂ
ｉ
ｎ
ｅ

ｄ

Ａ
ｒ
ｍ
ｓ

Ｔ
ｅ
ａ
ｍ
訓
練
）
を
実
施
し
た
。

こ
の
訓
練
は
、
レ
ー
ザ
ー
光
線
等
に
よ
り
実
弾
を
使

用
す
る
こ
と
な
く
実
際
的
な
交
戦
訓
練
が
で
き
る
バ
ト

ラ
（
交
戦
訓
練
装
置
）
の
特
性
を
活
用
し
、
実
戦
的
能

力
及
び
諸
職
種
協
同
の
練
度
向
上
を
目
的
と
し
て
行
わ

れ
た
。

機
甲
科
（
戦
車
）
・
野
戦
特
科
・
施
設
科
部
隊
の
配

属
を
受
け
た
増
強
普
通
科
中
隊
が
攻
撃
部
隊
と
防
御
部

隊
に
分
か
れ
、
対
抗
方
式
に
よ
り
激
戦
を
繰
り
広
げ
た
。

本
訓
練
に
攻
撃
部
隊
の
運
用
訓
練
幹
部
と
し
て
参
加

し
た
第
７
普
通
科
連
隊
第
５
中
隊
の
國
武
（
く
に
た
け
）

２
尉
は
「
適
時
適
切
な
状
況
把
握
に
努
め
、
中
隊
長
を

補
佐
し
ま
し
た
。
戦
闘
の
最
終
局
面
に
お
い
て
は
、
小

銃
小
隊
長
と
な
り
現
場
に
進
出
し
、
戦
車
及
び
施
設
部

隊
と
協
同
し
て
、
目
標
地
域
を
奪
取
・
確
保
し
ま
し
た
。

本
訓
練
で
得
た
教
訓
等
を
反
映
し
、
引
き
続
き
中
隊
で

の
訓
練
に
精
進
し
ま
す
」
と
所
見
を
述
べ
た
。

１ ３ 師 団 だ よ り 第１５５号 令和４年（２０２２年） ６月

第
３
特
殊
武
器
防
護
隊
及
び
第
３
後
方
支
援
連
隊
衛

生
隊
は
、
令
和
４
年
６
月
９
日
（
木
）
、
千
僧
駐
屯
地

に
お
い
て
初
め
て
協
同
訓
練
を
実
施
し
た
。

本
協
同
訓
練
は
、
敵
の
化
学
攻
撃
等
に
よ
っ
て
発
生

し
た
負
傷
者
（
汚
染
負
傷
者
）
を
除
染
し
、
応
急
処
置

す
る
場
合
の
連
携
要
領
等
に
つ
い
て
演
練
し
た
。

本
訓
練
に
除
染
手
と
し
て
参
加
し
た
第
３
特
殊
武
器

防
護
隊
所
属
の
中
原
１
士
は
「
衛
生
隊
と
の
連
携
を
通

じ
て
人
命
救
助
の
観
点
で
の
時
間
の
重
要
性
を
学
ぶ
こ

と
が
で
き
た
」
、
ま
た
、
救
護
員
と
し
て
参
加
し
た
衛

生
隊
所
属
の
薮
内
１
士
は
「
普
段
着
慣
れ
な
い
化
学
防

護
衣
を
着
用
し
て
の
救
護
活
動
は
と
て
も
大
変
だ
っ
た
。

除
染
と
医
療
の
連
携
の
大
切
さ
を
感
じ
た
」
と
そ
れ
ぞ

れ
所
見
を
述
べ
た
。

汚染負傷者の除染

汚染負傷者の全身観察

衛生隊への引継ぎ（後送）



令
和
４
年
６
月
、
第
７
普
通
科
連
隊
（
連
隊
長

前
野
１
佐
）
、
第
36
普
通
科
連
隊
（
連
隊
長

三

島
１
佐
）
、
第
37
普
通
科
連
隊
（
連
隊
長

東
１

佐
）
、
第
３
特
科
隊
（
隊
長

小
松
１
佐
）
及
び

第
３
戦
車
大
隊
（
大
隊
長

足
立
２
佐
）
は
、
そ

れ
ぞ
れ
自
衛
官
候
補
生
課
程
修
了
式
を
挙
行
し
た
。

約
３
か
月
の
教
育
を
修
了
し
、
成
長
し
た
姿
を

見
せ
た
自
衛
官
候
補
生
達
は
、
７
月
１
日
付
で
２

等
陸
士
に
任
命
さ
れ
、
各
職
種
部
隊
へ
の
配
置
を

そ
れ
ぞ
れ
命
ぜ
ら
れ
た
。

第
３
特
科
隊
所
属
の
桝
谷

幸
司
自
衛
官
候
補

生
は
「
最
初
は
全
く
知
ら
な
い
人
た
ち
ば
か
り
で

始
ま
り
ま
し
た
が
、
教
育
を
通
じ
て
今
で
は
お
互

い
を
信
頼
し
合
い
、
辛
い
訓
練
も
共
に
乗
り
越
え

る
こ
と
が
で
き
て
非
常
に
良
か
っ
た
で
す
」
と
こ

れ
ま
で
の
３
か
月
を
振
り
返
っ
た
上
で
、
「
今
ま

で
過
ご
し
た
仲
間
と
離
れ
る
の
は
と
て
も
寂
し
い

で
す
が
、
こ
れ
か
ら
は
後
期
教
育
の
新
し
い
場
所

で
新
し
い
仲
間
と
切
磋
琢
磨
し
、
立
派
な
自
衛
官

に
な
り
た
い
で
す
」
と
抱
負
を
述
べ
た
。

２ ３ 師 団 だ よ り 第１５５号 令和４年（２０２２年） ６月

修了証書の授与（第３特科隊）

歩哨訓練
（第３戦車大隊）

格闘訓練
（第３６普通科連隊）

戦闘訓練
（第３特科隊）

演習小銃てき弾射撃訓練
（第７普通科連隊）

５．５６㎜小銃検定射撃
（第３特科隊）

２５㎞徒歩行進訓練
（第３７普通科連隊）

防災担当者による研修

師
団
は
、
令
和
４
年

６
月
20
日
（
月
）
か
ら

23
日
（
木
）
ま
で
の
４

日
間
、
令
和
４
年
度
自

衛
隊
統
合
防
災
演
習
（
04

Ｊ
Ｘ
Ｒ
）
に
参
加
し
た
。

本
演
習
は
、
南
海
ト

ラ
フ
地
震
発
生
時
に
お

け
る
災
害
対
処
能
力
の

向
上
を
図
る
と
と
も
に

関
係
機
関
と
の
連
携
強

化
を
目
的
と
し
て
行
わ

れ
た
。

20
日
午
前
８
時
過
ぎ
、

遠
州
灘
沖
で
震
度
７
の

地
震
（
先
発
）
及
び
22

日
午
前
８
時
過
ぎ
、
高

知
沖
で
震
度
７
の
地
震

（
後
発
）
が
発
生
し
た

と
い
う
想
定
で
訓
練
は

進
行
。

師
団
は
、
発
災
以
降
、

燃料を積載する第３高射特科大隊
（姫路駐屯地）

派遣準備中の第７普通科連隊（福知山駐屯地）

第
３
種
非
常
勤
務
態
勢
に
移
行
し
、
速
や
か
に
情
報
収
集
及
び
即
時
救
援
活

動
を
開
始
す
る
と
と
も
に
刻
々
と
変
化
す
る
状
況
に
対
応
で
き
る
よ
う
指
揮

幕
僚
活
動
を
演
練
し
た
。

本
演
習
間
、
近
畿
２
府
４
県
内
の
防
災
担
当
者
に
よ
る
研
修
受
け
や
部
隊

長
に
よ
る
首
長
へ
の
表
敬
等
を
行
い
、
関
係
機
関
と
の
連
携
強
化
を
図
っ
た
。



３ ３ 師 団 だ よ り 第１５５号 令和４年（２０２２年） ６月

迫力ある太鼓演奏

偵察用オートバイで記念撮影

統制の取れた行進曲演奏

サックスによるソロ演奏

スペシャルゲストとのコラボ「ミュージカル『アニー』ＴＯＭＯＲＲＯＷ」
左:ガラスケ（門真市ゆるキャラ） 右:まもるくん（自衛隊大阪地方協力本部ゆるキャラ）

師
団
は
、
令
和
４
年
５
月
28
日
（
土
）
、

門
真
市
民
会
館
ル
ミ
エ
ー
ル
ホ
ー
ル
（
大
阪

府
門
真
市
）
に
お
い
て
「
Ｓ
ｕ
ｎ
ｓ
ｈ
ｉ
ｎ
ｅ

Ｆ
ｅ
ｓ

２
０
２
２
～
輝
く
未
来
へ
～
」
を

開
催
し
た
。
本
演
奏
会
は
、
地
域
の
方
々
の

師
団
に
対
す
る
理
解
を
深
め
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
開
催
し
、
事
前
に
応
募
頂
い
た
多
く

の
方
々
が
来
場
し
た
。

演
奏
会
の
第
１
部
は
、
第
３
音
楽
隊
（
隊

長

今
井
１
尉
）
に
よ
る
バ
ー
デ
ン
ヴ
ァ
イ

ラ
ー
行
進
曲
で
幕
開
け
し
、
隊
形
変
換
を
交

え
た
ロ
レ
ー
ヌ
行
進
曲
で
は
自
衛
隊
の
音
楽

隊
ら
し
い
統
制
さ
れ
た
動
き
を
ア
ピ
ー
ル
し

た
。
続
い
て
福
知
山
酒
呑
鬼
太
鼓
（
代
表

小
堀
１
曹
）
が
勇
ま
し
く
溌
剌
と
し
た
太
鼓

演
奏
を
披
露
し
、
来
場
者
を
迫
力
で
圧
倒
し

た
。
第
２
部
で
は
、
ス
ペ
シ
ャ
ル
ゲ
ス
ト
を

迎
え
、
歌
謡
曲
な
ど
を
中
心
に
観
て
聴
い
て

楽
し
い
演
奏
を
行
い
、
幅
広
い
客
層
を
魅
了

し
た
。

令
和
４
年
５
月
21
日
（
土
）
、
第
３
特
科
隊
及
び
第

３
高
射
特
科
大
隊
は
、
自
衛
隊
兵
庫
地
方
協
力
本
部
と

連
携
し
て
第
72
回
姫
路
お
城
ま
つ
り
を
、
ま
た
、
令
和

４
年
５
月
22
日
（
日
）
、
第
７
普
通
科
連
隊
は
、
第
33

回
福
知
山
お
城
ま
つ
り
を
そ
れ
ぞ
れ
支
援
し
た
。

両
お
城
ま
つ
り
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
に
よ
り
過
去
２
回
の
開
催
が
見
送
ら
れ
て
い
た

が
、
感
染
症
の
状
況
が
小
康
状
態
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、

両
市
は
感
染
対
策
を
万
全
に
し
て
３
年
振
り
に
開
催
し

た
。両

開
催
市
か
ら
の
依
頼
に
よ
り
、
各
部
隊
は
、
装
備

品
展
示
、
太
鼓
演
奏
、
市
中
パ
レ
ー
ド
等
を
通
じ
て
お

城
ま
つ
り
に
対
す
る
協
力
を
行
う
と
と
も
に
、
地
域
の

方
々
と
の
交
流
を
図
っ
た
。

姫路城前での装備品展示

装備品体験

ひょうちんとの記念撮影

福知山市中パレード

太鼓演奏

７３式小型トラック装備品展示

【
来
場
者
の
声
（
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
抜
粋
）
】

「
初
め
て
参
加
し
ま
し
た
。
今
日
か
ら
産
休
に
入
っ

た
と
こ
ろ
で
、
良
い
胎
教
に
な
り
ま
し
た
」

（
泉
大
津
市
在
住
・
20
代
女
性
）

「
自
衛
隊
の
マ
ー
チ
ン
グ
は
本
当
に
き
れ
い
」

（
東
大
阪
市
在
住
・
70
代
女
性
）

「
太
鼓
の
迫
力
に
圧
倒
さ
れ
ま
し
た
」

（
大
阪
市
在
住
・
50
代
女
性
）

「
と
て
も
良
い
演
奏
会
で
し
た
。
日
々
の
訓
練
、

身
体
に
気
を
付
け
て
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
」

（
門
真
市
在
住
・
50
代
男
性
）

地
域
住
民
と
の
交
流
の
た
め
に



第３施設大隊本部管理中隊

１等陸士 植野 未来

第
３
施
設
大
隊
本
部
管
理
中
隊
に
所
属
す
る
植

野

未
来
（
う
え
の

み
く
る
）
１
士
へ
の
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
で
す
。

植
野
１
士
は
、
明
る
く
素
直
で
、
何
事
に
も
積

極
的
に
取
り
組
む
隊
員
で
す
。
令
和
３
年
９
月
に

本
部
管
理
中
隊
の
渡
河
交
通
小
隊
に
配
置
さ
れ
、

現
在
は
架
橋
手
と
し
て
活
躍
し
て
い
ま
す
。

Ｑ

入
隊
の
動
機
は
。

Ａ

幼
い
時
か
ら
憧
れ
て
い
た
の
で
入
隊
を
決
め

ま
し
た
。

Ｑ

部
隊
の
魅
力
・
や
り
が
い
は
。

Ａ

第
３
施
設
大
隊
は
、
雰
囲
気
が
明
る
く
て
、

馴
染
み
や
す
い
部
隊
だ
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、

格
闘
練
成
隊
に
所
属
し
て
お
り
、
日
々
新
し
い

経
験
を
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ

心
に
残
る
経
験
は
。

Ａ

初
め
て
の
小
隊
検
閲
で
、
07
式
機
動
支
援
橋

の
架
設
に
携
っ
た
こ
と
で
す
。
経
験
不
足
な
私

に
と
っ
て
、
作
業
は
細
か
く
難
し
い
こ
と
も
あ

り
ま
し
た
が
、
最
後
ま
で
任
務
を
完
遂
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

Ｑ

尊
敬
す
る
人
は
。

Ａ

現
在
の
営
内
班
長
で
す
。
忙
し
い
中
に
お
い

て
も
、
班
員
の
私
た
ち
に
親
身
に
な
っ
て
く
れ

る
と
こ
ろ
を
尊
敬
し
て
い
ま
す
。

Ｑ

趣
味
は
。

Ａ

温
泉
に
入
る
こ
と
で
す
。
ひ
と
り
に
な
っ
て

何
も
考
え
ず
に
リ
ラ
ッ
ク
ス
で
き
る
と
こ
ろ
が

好
き
で
す
。

Ｑ

今
後
の
目
標
は
。

Ａ

「
陸
曹
に
な
る
こ
と
」
と
、
第
３
施
設
大
隊

で
初
と
な
る
「
女
性
の
格
闘
指
導
官
」
を
目
指

す
こ
と
で
す
。

Ｑ

最
後
に
一
言

Ａ

架
橋
手
と
し
て
も
格
闘
練
成
隊
の
一
員
と
し

て
も
一
人
前
に
な
れ
る
よ
う
、
日
々
努
力
を
怠

ら
ず
一
歩
一
歩
前
進
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

第３偵察隊本部付隊

３等陸曹 南野 剛志

第３６普通科連隊第４中隊

３等陸尉 江崎 智之

第
36
普
通
科
連
隊
第
４
中
隊
に
所
属
す
る
江
﨑

智
之
（
え
ざ
き

と
も
ゆ
き
）
３
尉
へ
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
で
す
。
江
﨑
３
尉
は
、
令
和
３
年
に
３
等

陸
尉
に
任
官
し
た
新
進
気
鋭
の
若
手
幹
部
で
す
。

Ｑ

幹
部
候
補
生
学
校
へ
の
入
校
は
。

Ａ

令
和
２
年
３
月
に
防
衛
大
学
校
を
卒
業
後
、

一
般
幹
部
候
補
生
と
し
て
入
校
し
ま
し
た
。

Ｑ

な
ぜ
防
衛
大
学
校
を
志
し
た
か
。

Ａ

映
画
等
で
、
部
隊
を
指
揮
す
る
司
令
官
の
存

在
に
憧
れ
を
抱
い
た
こ
と
、
災
害
派
遣
に
尽
力

す
る
自
衛
官
の
姿
を
目
の
当
た
り
に
し
、
自
衛

官
と
い
う
職
業
の
崇
高
さ
を
感
じ
た
か
ら
で
す
。

Ｑ

幹
部
候
補
生
学
校
で
の
思
い
出
は
。

Ａ

日
々
の
体
力
練
成
か
ら
競
技
会
、
各
種
訓
練

等
が
あ
り
ま
し
た
。
ど
れ
を
思
い
出
す
に
も
、

ま
ず
、
同
期
が
思
い
出
さ
れ
ま
す
。
そ
れ
だ
け

同
期
は
大
き
な
存
在
で
し
た
。

Ｑ

ど
の
よ
う
な
業
務
を
し
て
い
ま
す
か
。

Ａ

部
隊
を
強
く
す
る
た
め
の
訓
練
計
画
を
作
成

し
た
り
、
小
隊
員
の
心
情
等
の
把
握
で
す
。

Ｑ

幹
部
と
し
て
や
り
が
い
を
感
じ
る
時
は
。

Ａ

隊
員
と
共
に
汗
を
流
し
て
、
苦
楽
を
共
に
し
、

任
務
を
達
成
し
た
時
で
す
。

Ｑ

幹
部
任
官
後
、
最
も
苦
労
し
た
こ
と
は
。

Ａ

経
験
・
知
識
が
不
足
し
て
い
る
中
で
、
小
隊

長
と
し
て
部
隊
を
指
揮
す
る
こ
と
で
す
。

Ｑ

幹
部
に
な
っ
て
何
か
変
化
は
あ
り
ま
す
か
。

Ａ

小
隊
員
だ
け
で
な
く
、
そ
の
家
族
を
含
め
て

責
任
を
負
っ
て
い
る
こ
と
を
理
解
し
、
学
生
の

頃
と
は
全
く
違
っ
た
緊
張
感
を
日
々
感
じ
て
い

ま
す
。

Ｑ

部
隊
等
の
隊
員
に
一
言

Ａ

口
下
手
で
は
あ
り
ま
す
が
、
自
分
の
行
動
に

よ
っ
て
「
あ
る
べ
き
姿
」
を
示
し
て
い
き
ま
す
。

各
小
隊
員
に
お
い
て
も
「
あ
る
べ
き
姿
」
を
追

求
し
、
よ
り
よ
い
小
隊
に
し
ま
し
ょ
う
。

私
は
、
第
３
偵
察
隊
本
部
付
隊
に
所
属
し
て
い

る
南
野

剛
志
（
み
な
み
の

つ
よ
し
）
３
曹
で

す
。
私
の
趣
味
の
野
球
を
紹
介
し
ま
す
。

野
球
を
始
め
た
の
は
小
学
生
の
頃
で
、
き
っ
か

け
は
、
父
か
ら
の
勧
め
で
し
た
。
最
初
は
、
打
て

な
い
、
守
れ
な
い
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
あ
ま
り

楽
し
く
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
し

か
し
、
練
習
し
て
い
く
う
ち
に
、
難
し
い
球
を
打

て
た
り
取
れ
た
り
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
の
が
楽

し
く
て
今
で
も
熱
中
し
て
い
ま
す
。
仕
事
も
ス

ポ
ー
ツ
も
同
じ
か
も
し
れ
な
い
で
す
が
、
今
ま
で

で
き
な
か
っ
た
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
「
達

成
感
」
は
大
変
大
き
い
も
の
で
す
。

現
在
も
駐
屯
地
の
野
球
チ
ー
ム
「
ス
コ
ー
ピ
オ

ン
」
に
所
属
し
て
お
り
、
一
つ
一
つ
の
プ
レ
ー
に

一
喜
一
憂
し
て
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
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スコーピオンの仲間と

昨
年
の
７
月
１
日
、
３
等
陸
曹
に
昇
任
、
陸
曹

と
な
り
初
め
て
の
１
年
を
勤
務
し
、
更
な
る
成
長

を
目
指
し
て
い
る
隊
員
に
話
を
聞
い
た
。

第
３
特
殊
武
器
防
護
隊
に
勤
務
す
る
内
田

一

希
（
う
ち
だ

か
ず
き
）
３
曹
は
、
千
葉
県
柏
市

出
身
。
入
隊
後
、
松
山
駐
屯
地
（
愛
媛
県
）
及
び

守
山
駐
屯
地
（
愛
知
県
）
に
お
い
て
一
般
曹
候
補

生
課
程
及
び
新
隊
員
特
技
課
程
を
そ
れ
ぞ
れ
修
了

し
、
現
部
隊
に
配
置
さ
れ
た
。
部
隊
で
の
勤
務
を

経
て
、
陸
曹
候
補
生
選
抜
試
験
に
合
格
し
、
約
６

か
月
の
教
育
を
修
了
後
、
３
等
陸
曹
に
昇
任
し
た
。

内
田
３
曹
は
、
自
衛
隊
に
入
隊
し
た
当
時
の
こ

と
を
次
の
よ
う
に
振
り
返
っ
た
。

入
隊
の
き
っ
か
け
は
、
両
親
の
勧
め
だ
っ
た
。

入
隊
後
は
、
初
め
て
の
団
体
生
活
に
不
安
は
あ
っ

た
が
、
同
期
と
共
に
訓
練
や
生
活
を
続
け
る
中
で

自
衛
官
と
し
て
の
仕
事
に
魅
力
を
感
じ
、
当
初
は

「
安
定
し
た
公
務
員
に
な
り
た
い
」
と
漠
然
と
考

え
て
入
隊
し
た
私
の
中
に
「
陸
曹
に
な
る
」
と
い

う
自
覚
が
芽
生
え
た
の
を
覚
え
て
い
る
。

陸
曹
候
補
生
選
抜
試
験
合
格
の
通
知
を
受
け
た

際
は
、
入
隊
を
勧
め
応
援
し
て
く
れ
て
い
た
両
親

や
親
身
に
な
り
指
導
し
て
く
れ
た
部
隊
の
方
々
に

心
か
ら
感
謝
し
た
。

陸
曹
に
昇
任
し
て
約
１
年
が
経
過
し
た
現
在
、

隊
本
部
に
お
い
て
車
両
・
燃
料
係
陸
曹
と
し
て
勤

務
し
、
部
隊
の
伝
統
を
継
承
す
る
と
と
も
に
、
後

輩
の
育
成
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

内
田
３
曹
は
、
本
紙
取
材
の
最
後
に
「
第
３
特

殊
武
器
防
護
隊
で
勤
務
で
き
る
こ
と
を
誇
り
と
し
、

今
後
、
更
に
部
隊
に
貢
献
す
る
た
め
、
化
学
科
隊

員
と
し
て
の
ス
キ
ル
を
更
に
磨
い
て
い
き
た

い
」
と
力
強
く
語
っ
た
。

み
な
さ
ん
も

熱
中
で
き
る
も

の
を
見
つ
け
て
、

気
持
ち
の
い
い

汗
を
流
す
た
め

に
ス
ポ
ー
ツ
を

始
め
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ

う
か
。

更なる高みを目指して

たー坊



こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は

知
っ
て
い
る
よ
う
で

あ
ま
り
知
ら
な
い

近
畿
２
府
４
県
の

観
光
ス
ポ
ッ
ト
を

紹
介
し
ま
す
。２ 蛇の穴

１

２

○住 所 和歌山県新宮市浮島３－３８

○入 場 料 １１０円（大人）５０円（子ども）

〇開園時間 ９時から１７時まで

〇駐 車 場 あり（無料）

〇定 休 日 無休

１ 新宮蘭沢浮島植物群落
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今
回
は
、
和
歌
山
県
新
宮
市
の
「
浮
島
の
森
」
を
紹
介
し
ま
す
。
浮

島
の
森
は
、
市
街
地
の
住
宅
街
に
あ
る
植
物
群
落
で
あ
り
、
一
見
し
た

と
こ
ろ
、
沼
の
中
に
島
が
あ
る
よ
う
に
見
え
ま
す
が
、
実
は
、
島
全
体

が
沼
の
上
に
浮
い
て
お
り
、
正
式
名
称
を
「
新
宮
藺
沢
浮
島
植
物
群
落

（
し
ん
ぐ
う
い
の
そ
う
き
し
ま
し
ょ
く
ぶ
つ
ぐ
ん
ら
く
）
」
と
い
う
国

の
天
然
記
念
物
な
の
で
す
。

島
内
に
は
遊
歩
道
が
整
備
さ
れ
て
お
り
、
北
方
系
の
植
物
か
ら
亜
熱

帯
系
の
植
物
に
至
る
ま
で
約
１
３
０
種
類
が
生
息
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
森
の
中
に
は
「
お
い
の
大
蛇
の
伝
説
」
が
伝
え
ら
れ

て
い
る
場
所
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
は
、
そ
の
昔
、
「
お
い
の
」
と
い
う

美
女
が
大
蛇
に
吞
ま
れ
、
こ
の
底
な
し
沼
（
蛇
の
穴
）
に
引
き
ず
り
込

ま
れ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
の
で
、
皆
さ
ん
も
お
気
を
付
け
く
だ
さ
い
。

な
お
、
訪
れ
る
際
に
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
状
況
を

踏
ま
え
、
油
断
せ
ず
に
感
染
対
策
を
徹
底
し
て
訪
れ
る
こ
と
を
お
す
す

め
し
ま
す
。
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「

言

葉

の

意

味

は

」

梅
雨
に
入
り
、
近
頃
は
冴
え
な
い
天
気
が
続
い
て
い
ま
す

ね
。
先
日
、
と
あ
る
教
場
の
前
を
通
り
か
か
っ
た
時
、
ど
ん

よ
り
と
し
た
雨
雲
が
広
が
っ
て
い
る
日
に
も
か
か
わ
ら
ず

「
本
日
は
晴
天
な
り
」
を
連
呼
し
て
い
る
マ
イ
ク
試
験
に
違

和
感
を
覚
え
ま
し
た
。
「
本
日
は
曇
天
で
す
よ
」
と
教
え
て

あ
げ
た
く
な
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
実
は
こ
れ
、
無
線
機
器
等

の
試
験
の
際
、
無
線
局
運
用
規
則
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
て
い

る
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
な
も
の
だ
そ
う
で…

。

今
回
は
、
調
べ
て
み
た
ら
言
葉
の
意
味
や
機
能
が
意
外

だ
っ
た
も
の
を
い
く
つ
か
紹
介
し
ま
す
。

普
段
は
聞
き
流
し
て
し
ま
う
よ
う
な
言
葉
も
、
少
し
掘
り

下
げ
る
と
意
外
な
意
味
が
あ
っ
た
り
と
、
新
し
い
発
見
に

ち
ょ
っ
と
し
た
感
動
が
あ
り
ま
す
。
額
面
上
だ
け
で
な
く
、

そ
の
背
景
を
知
っ
て
お
く
こ
と
は
大
切
で
す
ね
。

●
「
本
日
は
晴
天
な
り
」

こ
れ
に
は
続
き
が
あ
り
ま
す
。
元
々
は
英
語

の
「
Ｉ
ｔ

ｓ

ｆ
ｉ
ｎ
ｅ

ｔ
ｏ
ｄ
ａ
ｙ
」
を

直
訳
し
た
も
の
で
す
が
、
実
は
こ
の
短
い
英
文

の
中
に
マ
イ
ク
が
拾
い
に
く
い
破
裂
音
や
摩
擦

音
等
が
含
ま
れ
て
い
る
た
め
、
マ
イ
ク
試
験
に

適
す
る
そ
う
で
す
。
た
だ
、
日
本
語
の
「
本
日

は
晴
天
な
り
」
に
は
こ
れ
ら
の
音
が
含
ま
れ
て

お
ら
ず
、
コ
ン
サ
ー
ト
等
で
は
「
ヘ
イ
、
チ
ェ

ッ
ク
、
ワ
ン
ツ
ー…

」
と
い
う
よ
う
な
感
じ
で

マ
イ
ク
試
験
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
ね
。

●
「
Ｓ
Ｏ
Ｓ
」

お
そ
ら
く
誰
も
が
一
度
は
見
聞
き
し
た
こ
と

の
あ
る
遭
難
信
号
で
す
。
モ
ー
ル
ス
符
号
で
は

「
・
・
・
（
Ｓ
）
ー
ー
ー
（
Ｏ
）
・
・
・
（
Ｓ
）
」

と
表
さ
れ
、
緊
急
時
に
使
用
さ
れ
る
こ
と
か
ら

単
純
な
符
号
が
採
用
さ
れ
、
ま
た
、
注
意
を
引

き
易
い
組
み
合
わ
せ
と
い
う
こ
と
ら
し
い
の
で

す
が
、
そ
れ
以
外
特
に
深
い
意
味
は
な
い
そ
う

で
す
。
予
想
よ
り
も
ド
ラ
イ
な
結
論
で
す
ね
。

●
「
月
が
綺
麗
で
す
ね
」

か
の
文
豪
、
夏
目
漱
石
が
教
壇
に
立
ち
、
学

生
に
対
し
て
「
Ｉ

ｌ
ｏ
ｖ
ｅ

ｙ
ｏ
ｕ
」
の
和

訳
を
指
導
し
た
際
、
日
本
人
は
奥
ゆ
か
し
く
直

接
的
な
表
現
は
好
ま
な
い
か
ら
と
、
こ
ん
な
ロ

マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
な
表
現
に
仕
上
げ
た
そ
う
で
す
。

お
返
し
は
「
あ
な
た
と
一
緒
に
見
て
い
る
か

ら
」
で
し
ょ
う
か…

。

,


